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平成３1年 第1回定例会の予定

【請願書・陳情書
の提出について】
第１回定例会の審
査対象となる請願
書・陳情書の提出
期限は、２月１５
日(金 )の午後５時
(予定)です。詳しく
は、議会事務局ま
でお問い合わせく
ださい。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

２月２５日（月）

３月　６日（水）

３月　７日（木）

３月　８日（金）

３月１１日（月）

３月１２日（火）

３月１３日（水）

３月１４日（木）

３月１５日（金）

３月２２日（金）

議長賞紹介

　市議会の情報をわかりやすくお伝えするため、今回も委員全員で活発に意見を交わ
し合い、作成いたしました。特集ページでは、先回に引き続き「市議会ってどんなと
ころ?」として、常任委員会で何をするかについて掲載しています。また、常任委員会
での質疑の様子はインターネット録画中継で視聴することもできますので、ぜひご覧
ください。今後とも、多くの方に関心を持っていただけるよう、工夫を重ねてまいり
ますので、よろしくお願いいたします。

師勝北小学校　５年
眞野　友莉華　さん

熊野中学校　３年
杉浦　琉来　さん

１標語の部

３ポスターの部

　平成３０年度北名古屋市青少年健全育成大会の議長賞が
決まりました。

やめなよと 言えるやさしさ 言う強さ
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常任委員会では何をするの？

委員会

第４回定例会の結果・・・・・・Ｐ４　　　一般質問・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６
委員会における審査報告・・・Ｐ１０　　　市議会モニター募集・・・・・・・・・Ｐ１５

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

議案の調査・審議をより詳細に、
かつ専門的に行うため、委員会が
設けられています　　

総務常任委員会
企画・財務・税務などに
ついての審査を行います。

議案の説明

討論 採決

質疑・答弁

福祉教育常任委員会
福祉・社会保障・

学校教育・生涯学習などに
ついての審査を行います。

建設常任委員会
都市計画・道路・商工業・
農業・防災・消防・交通・

環境などについての
審査を行います。

予算決算常任委員会
予算・決算についての
審査を行います。

市議会って
どんな
ところ？

常任委員会以外にも、議会運営に関する事などを協議する議会運営委員会や鉄道周辺のまちづ
くりについてを調査研究する鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会、広報について協議す
る広報委員会があります。

委員会での審査内容や結果などを、委員長が口頭で本会議にて報告します。
その後議会としての意思決定をするため、質疑や討論を経て議決されます。本会議

本会議に提案された議案などを、所管の委員会の
審査にゆだねます。（委員会付託）本会議
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平成３０年　第4回定例会の結果　
会期23日間　12月4日～12月26日

今回の議案
条例の改正・・・・・・１０件　　　　人事案件・・・・・・・・６件
補正予算・・・・・・・・１件　

議案番号 議　案　名　 議決結果

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップします。
なお、議案質疑等は

委員会のページ（P1０～P１２）に
掲載しております。

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

全員賛成
原案可決

賛成多数
原案可決

賛成多数
原案可決

議案第67号

議案第68号

議案第69号
議案第70号

議案第71号
議案第72号
議案第73号
議案第74号

議案第75号

議案第76号
議案第77号

議案第78号
議案第79号
議案第80号
議案第81号
議案第82号
議案第83号 

北名古屋市の議会の議員及び長の選挙における自動車の使用及び
ポスターの作成の公営に関する条例の一部改正について
北名古屋市職員の給与に関する条例の一部改正について

北名古屋市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について
北名古屋市議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について

北名古屋市職員定数条例の一部改正について
平成３０年度北名古屋市一般会計補正予算（第３号）について
北名古屋市市税条例の一部改正について
北名古屋市地域公共交通会議条例の一部改正について

北名古屋市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を
定める条例等の一部改正について

北名古屋市児童クラブ設置条例の一部改正について
北名古屋市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部改正について

人権擁護委員の候補者の推薦について
人権擁護委員の候補者の推薦について
人権擁護委員の候補者の推薦について
人権擁護委員の候補者の推薦について
人権擁護委員の候補者の推薦について
人権擁護委員の候補者の推薦について

全員賛成
異議なし

北名古屋市市税条例の一部改正
について

条  例

北名古屋市児童クラブ設置条例の
一部改正について

条  例

可決

可決

　固定資産税の納期前の納付における報奨金制度について、納税者間の不公平性の解消、また納税方
法の多様化により期限内自主納付が浸透し、所期の目的が達成されたことから当該制度を廃止するた
め、条例の一部を改める。

　利用者負担の公平性を図ることを目的に、土曜日利用料を新たに設定するため、条例の一部を改め
る。

　平成３２（２０２０）年度より固定
資産税・都市計画税について、前納報奨
金が廃止となります。

学年 基本利用料

学年 基本利用料

夏季休業日利用料 延長利用料

夏季休業日利用料 延長利用料

第１学年 ４，５００円
７月　１，０００円
８月　２，５００円

７月　１，０００円
８月　２，５００円

１，０００円

１，０００円１，０００円

第２学年 ３，５００円

第３～
第６学年

第１学年

第２学年

第３～
第６学年

２，５００円

４，５００円

３，５００円

２，５００円

現在（児童１人当たりの月額利用料）

平成３１年４月～（児童１人当たりの月額利用料）
土曜日利用料
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質
問
議
員

　８
名

個
人
質
問

個
人
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　
北
名
古
屋
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ

く
対
応
状
況
に
つ
い
て
。

①
　
所
有
者
自
身
に
よ
る
空
家
管
理
の
重

要
性
の
啓
発
は
ど
う
進
め
て
い
る
か
。

②
　
空
家
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
ど

こ
ま
で
整
備
で
き
た
か
。

③
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
協
定

締
結
の
中
に
、
「
空
家
の
見
回
り
後
、
報

告
書
を
作
成
し
遠
方
の
依
頼
者
に
郵
送
す

る
」
と
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
状
況
は
。

④
　
空
家
除
去
費
の
補
助
の
状
況
は
。

⑤
　
本
市
の
現
地
点
で
の
「
全
国
版
空

家
、
空
地
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
実
績
は
。

⑥
　
本
市
の
特
定
空
家
の
判
定
基
準
の
検

討
結
果
と
、
空
家
実
態
調
査
で
特
定
空
家

候
補
と
な
っ
た
１
１
３
戸
の
対
応
計
画

は
。

①
　
広
報
へ
の
関
連
記
事
掲
載
や
空
家
情

報
冊
子
を
作
成
し
配
布
を
し
て
い
る
。
今

後
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
不

動
産
の
適
正
管
理
の
依
頼
文
を
同
封
し
、

空
家
発
生
防
止
の
啓
発
を
進
め
る
予
定
。

②
　
平
成
２７
年
度
実
施
の
空
家
実
態
調
査

の
結
果
を
庁
内
共
有
の
電
子
地
図
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
以
降
の
案
件
は
随
時

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
て
い
る
。

③
　
他
の
専
門
家
団
体
と
も
協
定
の
締
結

を
し
た
が
、
空
家
所
有
者
か
ら
の
相
談
が

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

④
　
３
棟
分
の
予
算
枠
に
対
し
、
３
棟
分

申
請
が
あ
り
、
全
て
交
付
決
定
済
。

⑤
　
一
般
取
引
で
空
家
の
利
活
用
が
見
込

め
る
こ
と
も
あ
り
登
録
し
て
い
な
い
。

⑥
　
平
成
30
年
8
月
の
空
家
等
対
策
協
議

会
で
策
定
し
た
判
定
基
準
を
報
告
し
た
。

特
定
空
家
候
補
の
1
1
3
戸
は
本
年
度
中

に
職
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
完
了
し
、
空

家
対
策
を
進
め
て
い
く
。

北
名
古
屋
市
の
空
家
対
策
に
つ
い
て

福
岡

　康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

来
て
い
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
ご
み
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
目
標

に
、
袋
の
形
状
だ
け
で
な
く
、
そ
の
製

造
、
管
理
、
販
売
等
の
民
間
委
譲
も
含
め

研
究
し
て
い
く
。

・
が
ん
対
策
の
さ
ら
な
る
取
組
に
つ
い
て

・
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
活
用
に
つ
い
て

　
市
民
よ
り
、
「
ご
み
袋
に
取
っ
手
を
付

け
て
ほ
し
い
」
と
の
相
談
が
多
く
あ
る
。

高
齢
の
方
は
握
力
が
弱
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
で
手
も
か
じ
か

み
、
ま
す
ま
す
力
を
入
れ
て
縛
る
の
が
困

難
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
取
っ
手
付
き
ご
み
袋
は
、
豊
山
町
、
一

宮
市
、
小
牧
市
、
江
南
市
で
導
入
さ
れ
、

扶
桑
町
で
も
今
年
か
ら
試
験
的
に
導
入
さ

れ
て
い
る
。

　
本
市
で
も
試
験
的
に
始
め
て
い
た
だ

き
、
早
期
導
入
へ
と
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
袋
型
を
採
用

し
て
い
る
が
、
結
び
に
く
い
と
い
う
声

も
、
以
前
よ
り
聞
い
て
い
る
。
市
政
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
を
活
用
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
取
っ
手
付
き
袋
へ
の

変
更
を
望
ま
れ
る
方
は
半
数
で
、
「
便
利

に
な
る
こ
と
は
賛
成
だ
が
、
加
工
に
伴
う

ご
み
袋
代
金
の
値
上
げ
や
、
料
金
据
え
置

き
に
よ
る
枚
数
の
減
少
に
は
反
対
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
周
辺
自
治
体
で
も
取
っ
手
付
き
袋
の
採

用
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
試
験

的
導
入
に
よ
り
、
検
討
が
必
要
な
時
期
に

取
っ
手
付
き
ご
み
袋
に
つ
い
て

間
宮

　文
枝（
公
明
党
）

負
担
率
は
１
７
１
％
、
負
債
と
純
資
産
の

割
合
は
１
対
３
．
０
７
、
金
額
は
負
債
額

３
５
９
億
円
、
純
資
産
額
１
１
０
４
億
円

と
な
る
。

③
　
現
在
策
定
し
て
い
る
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
に
貸
借
対
照
表
な
ど
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
施
設
の
適
切
な
更

新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
。

④
　
割
合
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
て
い

く
。

・
人
事
評
価
と
「
職
員
の
意
識
改
革
」
に

つ
い
て

　
将
来
世
代
の
負
担
割
合
が
高
く
な
る
状

況
下
、
財
政
力
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
、

今
後
は
資
産
形
成
を
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
ご
と
に
現

状
及
び
将
来
に
お
け
る
課
題
を
整
理
し
、

財
務
諸
表
４
表
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
施
設
の
必
要
性
や
適
正
配
置

の
あ
り
方
な
ど
に
費
用
対
効
果
分
析
等
評

価
制
度
の
創
設
も
必
要
で
は
な
い
か
。

①
　
本
市
が
将
来
負
担
と
考
え
て
い
る
懸

念
材
料
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

②
　
懸
念
材
料
を
含
め
た
「
将
来
負
担
比

率
」
と
「
負
債
と
純
資
産
」
の
割
合
及
び

金
額
は
。

③
　
②
を
踏
ま
え
、
今
後
の
財
政
運
営
で

の
「
資
産
形
成
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

④
　
負
債
と
純
資
産
の
割
合
を
１
対
２

に
、
純
資
産
比
率
は
６
６
．
６
％
を
目
標

に
し
て
は
ど
う
か
。

①
　
学
校
を
含
め
１
２
１
あ
る
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
更
新
や
イ
ン
フ
ラ

資
産
の
更
新
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
費
用
は

今
後
４０
年
間
で
計
１
４
０
０
億
円
と
試
算

し
て
い
る
。

②
　
①
の
額
で
試
算
す
る
と
、
ピ
ー
ク
と

な
る
平
成
５１
（
２
０
３
９
）
年
度
の
将
来

今
後
の
財
政
運
営
で
の「
資
産
形
成
の
在
り
方
」

に
つ
い
て

井
上

　一男（
市
政
ク
ラ
ブ
）

険
料
の
細
分
化
の
考
え
は
な
い
。

③
　
各
自
治
体
の
対
象
要
件
は
様
々
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
利
用
料
減

免
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
て

い
く
。

・
広
が
る
高
齢
者
の
貧
困
と
そ
の
実
態
に

つ
い
て

　
高
齢
者
の
貧
困
が
進
む
中
、
介
護
保
険

料
を
払
え
ず
滞
納
に
な
る
事
態
が
増
加
し

て
い
る
。
滞
納
が
２
年
を
超
え
る
と
滞
納

分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
は
で
き

ず
、
利
用
負
担
が
高
く
な
る
。

①
　
低
所
得
の
高
齢
者
に
対
し
保
険
料
の

減
免
が
あ
る
が
、
昨
年
度
の
対
象
は
７
人

で
、
貧
困
状
態
に
あ
る
方
の
わ
ず
か
０
．

１
％
だ
っ
た
。
対
象
条
件
を
広
げ
て
減
免

制
度
が
十
分
に
生
き
る
高
齢
者
対
策
を
。

②
　
保
険
料
所
得
段
階
の
設
定
を
多
段
階

化
・
細
分
化
し
、
低
所
得
者
の
保
険
料
を

低
く
設
定
し
応
能
負
担
を
強
め
、
低
所
得

段
階
の
倍
率
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

③
　
自
治
体
独
自
の
利
用
料
減
免
を
県
下

4
割
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
導
入
す
る
考
え
は
。

①
　
平
成
27
年
度
か
ら
国
の
低
所
得
者
負

担
軽
減
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
減
免

の
利
用
者
が
少
数
と
な
っ
た
と
考
え
る
た

め
対
象
条
件
を
広
げ
る
予
定
は
な
い
。

②
　
国
の
基
準
が
９
段
階
の
と
こ
ろ
本
市

は
10
段
階
に
多
段
階
化
を
し
、
高
額
所
得

者
層
の
負
担
割
合
を
強
め
、
低
所
得
者
層

の
負
担
軽
減
に
繋
げ
て
い
る
。
ま
た
、
保

険
料
基
準
額
は
県
内
で
７
番
目
に
低
く
設

定
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
更
な
る
保

安
心
で
き
る
介
護
保
険
に
、低
所
得
者
の

負
担
軽
減
拡
充
を

渡
邉

　麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）

防
災
環
境
部
副
参
事

施
設
管
理
課
長

高
齢
福
祉
課
長

財
務
部
次
長

7 6議会だより Vol.64議会だより Vol.64



質
問
議
員

　８
名

個
人
質
問

個
人
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　
北
名
古
屋
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ

く
対
応
状
況
に
つ
い
て
。

①
　
所
有
者
自
身
に
よ
る
空
家
管
理
の
重

要
性
の
啓
発
は
ど
う
進
め
て
い
る
か
。

②
　
空
家
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
ど

こ
ま
で
整
備
で
き
た
か
。

③
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
協
定

締
結
の
中
に
、
「
空
家
の
見
回
り
後
、
報

告
書
を
作
成
し
遠
方
の
依
頼
者
に
郵
送
す

る
」
と
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
状
況
は
。

④
　
空
家
除
去
費
の
補
助
の
状
況
は
。

⑤
　
本
市
の
現
地
点
で
の
「
全
国
版
空

家
、
空
地
バ
ン
ク
」
へ
の
登
録
実
績
は
。

⑥
　
本
市
の
特
定
空
家
の
判
定
基
準
の
検

討
結
果
と
、
空
家
実
態
調
査
で
特
定
空
家

候
補
と
な
っ
た
１
１
３
戸
の
対
応
計
画

は
。

①
　
広
報
へ
の
関
連
記
事
掲
載
や
空
家
情

報
冊
子
を
作
成
し
配
布
を
し
て
い
る
。
今

後
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
不

動
産
の
適
正
管
理
の
依
頼
文
を
同
封
し
、

空
家
発
生
防
止
の
啓
発
を
進
め
る
予
定
。

②
　
平
成
２７
年
度
実
施
の
空
家
実
態
調
査

の
結
果
を
庁
内
共
有
の
電
子
地
図
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
登
録
し
、
以
降
の
案
件
は
随
時

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
て
い
る
。

③
　
他
の
専
門
家
団
体
と
も
協
定
の
締
結

を
し
た
が
、
空
家
所
有
者
か
ら
の
相
談
が

今
の
と
こ
ろ
な
い
。

④
　
３
棟
分
の
予
算
枠
に
対
し
、
３
棟
分

申
請
が
あ
り
、
全
て
交
付
決
定
済
。

⑤
　
一
般
取
引
で
空
家
の
利
活
用
が
見
込

め
る
こ
と
も
あ
り
登
録
し
て
い
な
い
。

⑥
　
平
成
30
年
8
月
の
空
家
等
対
策
協
議

会
で
策
定
し
た
判
定
基
準
を
報
告
し
た
。

特
定
空
家
候
補
の
1
1
3
戸
は
本
年
度
中

に
職
員
に
よ
る
現
地
調
査
を
完
了
し
、
空

家
対
策
を
進
め
て
い
く
。

北
名
古
屋
市
の
空
家
対
策
に
つ
い
て

福
岡

　康（
市
政
ク
ラ
ブ
）

来
て
い
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
ご
み
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
目
標

に
、
袋
の
形
状
だ
け
で
な
く
、
そ
の
製

造
、
管
理
、
販
売
等
の
民
間
委
譲
も
含
め

研
究
し
て
い
く
。

・
が
ん
対
策
の
さ
ら
な
る
取
組
に
つ
い
て

・
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
活
用
に
つ
い
て

　
市
民
よ
り
、
「
ご
み
袋
に
取
っ
手
を
付

け
て
ほ
し
い
」
と
の
相
談
が
多
く
あ
る
。

高
齢
の
方
は
握
力
が
弱
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
か
ら
寒
さ
で
手
も
か
じ
か

み
、
ま
す
ま
す
力
を
入
れ
て
縛
る
の
が
困

難
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　
取
っ
手
付
き
ご
み
袋
は
、
豊
山
町
、
一

宮
市
、
小
牧
市
、
江
南
市
で
導
入
さ
れ
、

扶
桑
町
で
も
今
年
か
ら
試
験
的
に
導
入
さ

れ
て
い
る
。

　
本
市
で
も
試
験
的
に
始
め
て
い
た
だ

き
、
早
期
導
入
へ
と
進
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
平
袋
型
を
採
用

し
て
い
る
が
、
結
び
に
く
い
と
い
う
声

も
、
以
前
よ
り
聞
い
て
い
る
。
市
政
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
ー
を
活
用
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
取
っ
手
付
き
袋
へ
の

変
更
を
望
ま
れ
る
方
は
半
数
で
、
「
便
利

に
な
る
こ
と
は
賛
成
だ
が
、
加
工
に
伴
う

ご
み
袋
代
金
の
値
上
げ
や
、
料
金
据
え
置

き
に
よ
る
枚
数
の
減
少
に
は
反
対
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
周
辺
自
治
体
で
も
取
っ
手
付
き
袋
の
採

用
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
試
験

的
導
入
に
よ
り
、
検
討
が
必
要
な
時
期
に

取
っ
手
付
き
ご
み
袋
に
つ
い
て

間
宮

　文
枝（
公
明
党
）

負
担
率
は
１
７
１
％
、
負
債
と
純
資
産
の

割
合
は
１
対
３
．
０
７
、
金
額
は
負
債
額

３
５
９
億
円
、
純
資
産
額
１
１
０
４
億
円

と
な
る
。

③
　
現
在
策
定
し
て
い
る
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
に
貸
借
対
照
表
な
ど
の
考
え
方

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
施
設
の
適
切
な
更

新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
に
も
繋
げ
て
い

き
た
い
。

④
　
割
合
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
て
い

く
。

・
人
事
評
価
と
「
職
員
の
意
識
改
革
」
に

つ
い
て

　
将
来
世
代
の
負
担
割
合
が
高
く
な
る
状

況
下
、
財
政
力
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
、

今
後
は
資
産
形
成
を
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
施
設
ご
と
に
現

状
及
び
将
来
に
お
け
る
課
題
を
整
理
し
、

財
務
諸
表
４
表
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
今
後
の
施
設
の
必
要
性
や
適
正
配
置

の
あ
り
方
な
ど
に
費
用
対
効
果
分
析
等
評

価
制
度
の
創
設
も
必
要
で
は
な
い
か
。

①
　
本
市
が
将
来
負
担
と
考
え
て
い
る
懸

念
材
料
の
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

②
　
懸
念
材
料
を
含
め
た
「
将
来
負
担
比

率
」
と
「
負
債
と
純
資
産
」
の
割
合
及
び

金
額
は
。

③
　
②
を
踏
ま
え
、
今
後
の
財
政
運
営
で

の
「
資
産
形
成
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

④
　
負
債
と
純
資
産
の
割
合
を
１
対
２

に
、
純
資
産
比
率
は
６
６
．
６
％
を
目
標

に
し
て
は
ど
う
か
。

①
　
学
校
を
含
め
１
２
１
あ
る
公
共
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
更
新
や
イ
ン
フ
ラ

資
産
の
更
新
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
費
用
は

今
後
４０
年
間
で
計
１
４
０
０
億
円
と
試
算

し
て
い
る
。

②
　
①
の
額
で
試
算
す
る
と
、
ピ
ー
ク
と

な
る
平
成
５１
（
２
０
３
９
）
年
度
の
将
来

今
後
の
財
政
運
営
で
の「
資
産
形
成
の
在
り
方
」

に
つ
い
て

井
上

　一男（
市
政
ク
ラ
ブ
）

険
料
の
細
分
化
の
考
え
は
な
い
。

③
　
各
自
治
体
の
対
象
要
件
は
様
々
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
利
用
料
減

免
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
し
て

い
く
。

・
広
が
る
高
齢
者
の
貧
困
と
そ
の
実
態
に

つ
い
て

　
高
齢
者
の
貧
困
が
進
む
中
、
介
護
保
険

料
を
払
え
ず
滞
納
に
な
る
事
態
が
増
加
し

て
い
る
。
滞
納
が
２
年
を
超
え
る
と
滞
納

分
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と
は
で
き

ず
、
利
用
負
担
が
高
く
な
る
。

①
　
低
所
得
の
高
齢
者
に
対
し
保
険
料
の

減
免
が
あ
る
が
、
昨
年
度
の
対
象
は
７
人

で
、
貧
困
状
態
に
あ
る
方
の
わ
ず
か
０
．

１
％
だ
っ
た
。
対
象
条
件
を
広
げ
て
減
免

制
度
が
十
分
に
生
き
る
高
齢
者
対
策
を
。

②
　
保
険
料
所
得
段
階
の
設
定
を
多
段
階

化
・
細
分
化
し
、
低
所
得
者
の
保
険
料
を

低
く
設
定
し
応
能
負
担
を
強
め
、
低
所
得

段
階
の
倍
率
を
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

③
　
自
治
体
独
自
の
利
用
料
減
免
を
県
下

4
割
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
。
本
市

に
お
い
て
も
導
入
す
る
考
え
は
。

①
　
平
成
27
年
度
か
ら
国
の
低
所
得
者
負

担
軽
減
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
減
免

の
利
用
者
が
少
数
と
な
っ
た
と
考
え
る
た

め
対
象
条
件
を
広
げ
る
予
定
は
な
い
。

②
　
国
の
基
準
が
９
段
階
の
と
こ
ろ
本
市

は
10
段
階
に
多
段
階
化
を
し
、
高
額
所
得

者
層
の
負
担
割
合
を
強
め
、
低
所
得
者
層

の
負
担
軽
減
に
繋
げ
て
い
る
。
ま
た
、
保

険
料
基
準
額
は
県
内
で
７
番
目
に
低
く
設

定
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
更
な
る
保

安
心
で
き
る
介
護
保
険
に
、低
所
得
者
の

負
担
軽
減
拡
充
を

渡
邉

　麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）

防
災
環
境
部
副
参
事

施
設
管
理
課
長

高
齢
福
祉
課
長

財
務
部
次
長
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

国
保
医
療
課
長

教
育
部
副
参
事

防
災
環
境
部
次
長

建
設
部
副
参
事

歳
未
満
の
子
ど
も
の
被
保
険
者
均
等
割
額

の
軽
減
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
本
市
と
し
て
は
子
ど
も
の
被
保
険
者
均
等

割
額
軽
減
の
制
度
の
創
設
は
、
国
の
取
組
む

べ
き
事
業
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も

全
国
知
事
会
等
を
通
じ
国
に
対
し
て
提
案
や

要
望
を
し
て
い
く
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　
１
９
６
１
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
法
で
国
民
皆
保
険
が
確
立
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
負
担
能
力
を
超
え
る
保
険

料
を
払
い
き
れ
ず
、
被
保
険
者
証
を
持
て

な
い
方
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
所
得
が

低
く
て
も
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
か
ら
こ
そ
、
国
保
制
度
が
社
会
保
障
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
被
保
険
者
が
１８
歳

未
満
の
子
ど
も
で
も
、
１
人
増
え
る
度
に

２
５
，
４
０
０
円
が
加
算
さ
れ
、
家
族
の

多
い
世
帯
に
と
っ
て
は
重
す
ぎ
る
負
担
に

な
っ
て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
と
い
う
観

点
か
ら
、
市
独
自
の
均
等
割
の
減
免
と
、

国
の
責
任
で
払
え
る
保
険
税
に
す
べ
く
、

国
に
対
し
て
均
等
割
の
廃
止
を
強
く
訴
え

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
当
局
の
考

え
は
。

　
本
市
で
は
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
７
割
・
５
割
・
２
割
の
国
保
税

軽
減
世
帯
に
対
し
、
軽
減
措
置
後
の
被
保

険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等
割
額
を
さ

ら
に
２
割
減
額
し
て
い
る
。

　
現
行
の
国
保
制
度
で
は
軽
減
し
た
財
源

は
他
の
被
保
険
者
あ
る
い
は
市
民
全
体
で

負
担
す
る
形
と
な
る
た
め
、
現
状
で
は
１８

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

川
渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

そ
の
他
の
質
問

館
の
大
規
模
改
修
に
併
せ
整
備
を
進
め
て

い
く
。

・
平
時
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
防
災
情
報
の

周
知
に
つ
い
て

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
シ
ス
テ
ム
構

築
に
つ
い
て

・
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

・
市
職
員
へ
の
障
害
者
理
解
に
対
す
る
取
組

に
つ
い
て

・
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

　
台
風
が
発
生
し
た
際
、
避
難
所
を
早
期

に
開
設
し
、
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
会
議
室
を
開
放
し
た
こ
と
に
よ
る
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
一
方
で
、
避
難
所
へ

行
く
手
だ
て
が
無
か
っ
た
と
か
避
難
所
に

洋
式
ト
イ
レ
が
な
い
事
や
ト
イ
レ
の
設
置

場
所
等
へ
の
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

①
　
自
力
で
避
難
で
き
な
い
人
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

②
　
避
難
所
と
な
る
全
て
の
体
育
館
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
計
画
や
、
屋
外
設
置
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
誰
も
が
安
心
し
て
行
く

こ
と
が
出
来
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
体
育

館
の
会
議
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
進
め
て

い
く
等
、
学
校
体
育
館
の
具
体
的
な
整
備

計
画
は
あ
る
か
。

①
　
台
風
の
よ
う
に
事
前
に
状
況
把
握
が

で
き
、
時
間
的
・
人
的
に
余
裕
が
あ
る
場

合
は
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
よ
る
支
援
が

可
能
と
な
り
各
避
難
所
へ
の
搬
送
を
実
施

し
て
い
る
。
日
頃
か
ら
災
害
時
要
援
護
者

登
録
台
帳
の
登
録
を
促
し
、
共
助
の
考
え

を
浸
透
さ
せ
適
切
に
台
帳
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。

②
　
学
校
施
設
整
備
指
針
に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
実
施
予
定
の
体
育

風
水
害
等
災
害
対
策
に
つ
い
て齊

藤

　裕
美（
公
明
党
）

・
次
世
代
企
業
立
地
促
進
条
例
の
運
用
状
況

に
つ
い
て

・
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
へ
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
つ
い
て

・
自
治
体
内
部
の
関
係
部
署
の
横
断
的
な
連

携
強
化
に
つ
い
て

　
地
域
が
１０
年
後
、
２０
年
後
に
よ
り
活
性
化

し
て
い
る
た
め
に
は
、
「
稼
ぐ
力
」
の
あ
る

元
気
な
企
業
の
存
在
と
と
も
に
、
新
た
な
創

業
が
活
発
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
企
業
経
営
の
仕
組
み
や
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
環
境
が
激
変
す
る
中
で
、
地
域
を
熟

知
し
た
市
町
村
に
こ
そ
、
地
域
産
業
振
興
政

策
の
立
案
・
実
行
能
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　
昨
今
の
少
子
高
齢
化
、
事
業
承
継
の
必
要

性
、
消
費
の
伸
び
悩
み
等
を
踏
ま
え
て
、
ど

う
す
れ
ば
地
域
の
企
業
が
稼
げ
る
の
か
、
発

展
す
る
の
か
、
市
も
企
業
や
地
域
の
皆
様
と

共
に
地
域
の
未
来
を
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ

重
要
だ
と
考
え
る
が
当
局
の
見
解
は
。

　
本
市
に
お
い
て
も
商
工
業
の
振
興
を
図
る

う
え
で
、
市
内
企
業
の
閉
店
等
は
軽
視
で
き

な
い
事
案
と
考
え
て
い
る
。
県
等
に
よ
る
後

継
者
育
成
、
事
業
継
承
等
へ
の
支
援
や
、
商

工
会
に
よ
る
商
工
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
進
め
て
い
る
。

　
本
市
の
支
援
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
変
革

す
る
地
域
社
会
に
お
い
て
、
商
工
業
の
活
性

化
の
た
め
に
、
市
財
政
を
も
考
慮
の
う
え
、

選
択
と
集
中
を
考
え
て
お
り
、
商
工
会
と

と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

中
小
企
業
支
援
に
お
け
る
自
治
体
の
役
割
の

変
化
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

正
し
い
知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
る
。

④
　
各
学
校
は
導
入
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
色
覚
特
性
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て

い
く
。

・
３
歳
児
健
診
に
お
け
る
視
覚
検
査
に
つ

い
て

　
色
覚
検
査
は
平
成
15
年
か
ら
学
校
保
健

法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
健
康
診
断
の

必
須
項
目
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
自
身
の
色

覚
特
性
に
気
付
か
ず
成
長
し
、
就
職
の
際

に
色
覚
に
よ
る
就
業
規
定
に
直
面
す
る
実

態
が
報
告
さ
れ
た
り
、
保
護
者
へ
の
色
覚

特
性
や
色
覚
検
査
に
つ
い
て
の
周
知
が
十

分
で
な
い
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
　
本
市
の
色
覚
検
査
の
現
状
は
。

②
　
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の
色
覚
特

性
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

③
　
学
校
に
お
け
る
色
覚
特
性
に
対
す
る

配
慮
は
。

④
　
色
覚
チ
ョ
ー
ク
を
全
小
中
学
校
へ
導

入
し
て
み
て
は
。
　
　

①
　
保
健
調
査
票
を
も
と
に
希
望
者
に
は

個
別
に
検
査
し
て
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。

②
　
色
覚
検
査
の
希
望
の
有
無
を
確
認
す

る
際
に
案
内
す
る
他
、
保
健
だ
よ
り
な
ど

で
知
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
相
談
、

個
人
懇
談
で
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

③
　
色
覚
特
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
白
と
黄

の
チ
ョ
ー
ク
を
主
体
に
使
っ
て
い
る
。
教

科
書
等
も
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
が
進

み
読
み
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
養
護
教
諭
を
中
心
に
色
覚
特
性
の

学
校
に
お
け
る
色
覚
特
性
に
対
す
る

配
慮
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
） 避難所（小学校体育館）

商工会
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そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

国
保
医
療
課
長

教
育
部
副
参
事

防
災
環
境
部
次
長

建
設
部
副
参
事

歳
未
満
の
子
ど
も
の
被
保
険
者
均
等
割
額

の
軽
減
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
本
市
と
し
て
は
子
ど
も
の
被
保
険
者
均
等

割
額
軽
減
の
制
度
の
創
設
は
、
国
の
取
組
む

べ
き
事
業
と
理
解
し
て
い
る
の
で
、
今
後
も

全
国
知
事
会
等
を
通
じ
国
に
対
し
て
提
案
や

要
望
を
し
て
い
く
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　
１
９
６
１
年
に
実
施
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
法
で
国
民
皆
保
険
が
確
立
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
負
担
能
力
を
超
え
る
保
険

料
を
払
い
き
れ
ず
、
被
保
険
者
証
を
持
て

な
い
方
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
所
得
が

低
く
て
も
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
か
ら
こ
そ
、
国
保
制
度
が
社
会
保
障
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
被
保
険
者
が
１８
歳

未
満
の
子
ど
も
で
も
、
１
人
増
え
る
度
に

２
５
，
４
０
０
円
が
加
算
さ
れ
、
家
族
の

多
い
世
帯
に
と
っ
て
は
重
す
ぎ
る
負
担
に

な
っ
て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
と
い
う
観

点
か
ら
、
市
独
自
の
均
等
割
の
減
免
と
、

国
の
責
任
で
払
え
る
保
険
税
に
す
べ
く
、

国
に
対
し
て
均
等
割
の
廃
止
を
強
く
訴
え

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
当
局
の
考

え
は
。

　
本
市
で
は
低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
７
割
・
５
割
・
２
割
の
国
保
税

軽
減
世
帯
に
対
し
、
軽
減
措
置
後
の
被
保

険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等
割
額
を
さ

ら
に
２
割
減
額
し
て
い
る
。

　
現
行
の
国
保
制
度
で
は
軽
減
し
た
財
源

は
他
の
被
保
険
者
あ
る
い
は
市
民
全
体
で

負
担
す
る
形
と
な
る
た
め
、
現
状
で
は
１８

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い
て

川
渕

　康
宏（
日
本
共
産
党
）

そ
の
他
の
質
問

館
の
大
規
模
改
修
に
併
せ
整
備
を
進
め
て

い
く
。

・
平
時
に
お
け
る
外
国
人
へ
の
防
災
情
報
の

周
知
に
つ
い
て

・
災
害
時
要
援
護
者
支
援
対
策
シ
ス
テ
ム
構

築
に
つ
い
て

・
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
お
け
る
取
組

に
つ
い
て

・
市
職
員
へ
の
障
害
者
理
解
に
対
す
る
取
組

に
つ
い
て

・
障
害
者
雇
用
に
つ
い
て

　
台
風
が
発
生
し
た
際
、
避
難
所
を
早
期

に
開
設
し
、
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

る
会
議
室
を
開
放
し
た
こ
と
に
よ
る
感
謝

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
一
方
で
、
避
難
所
へ

行
く
手
だ
て
が
無
か
っ
た
と
か
避
難
所
に

洋
式
ト
イ
レ
が
な
い
事
や
ト
イ
レ
の
設
置

場
所
等
へ
の
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

①
　
自
力
で
避
難
で
き
な
い
人
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

②
　
避
難
所
と
な
る
全
て
の
体
育
館
の
ト

イ
レ
の
洋
式
化
計
画
や
、
屋
外
設
置
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
は
誰
も
が
安
心
し
て
行
く

こ
と
が
出
来
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
て
の
体
育

館
の
会
議
室
に
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
進
め
て

い
く
等
、
学
校
体
育
館
の
具
体
的
な
整
備

計
画
は
あ
る
か
。

①
　
台
風
の
よ
う
に
事
前
に
状
況
把
握
が

で
き
、
時
間
的
・
人
的
に
余
裕
が
あ
る
場

合
は
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
よ
る
支
援
が

可
能
と
な
り
各
避
難
所
へ
の
搬
送
を
実
施

し
て
い
る
。
日
頃
か
ら
災
害
時
要
援
護
者
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録
台
帳
の
登
録
を
促
し
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共
助
の
考
え

を
浸
透
さ
せ
適
切
に
台
帳
を
活
用
し
て
い

き
た
い
。

②
　
学
校
施
設
整
備
指
針
に
基
づ
き
、
教

育
委
員
会
と
連
携
し
、
実
施
予
定
の
体
育

風
水
害
等
災
害
対
策
に
つ
い
て齊

藤

　裕
美（
公
明
党
）

・
次
世
代
企
業
立
地
促
進
条
例
の
運
用
状
況

に
つ
い
て

・
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
へ
の
活
動
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
つ
い
て

・
自
治
体
内
部
の
関
係
部
署
の
横
断
的
な
連

携
強
化
に
つ
い
て

　
地
域
が
１０
年
後
、
２０
年
後
に
よ
り
活
性
化

し
て
い
る
た
め
に
は
、
「
稼
ぐ
力
」
の
あ
る

元
気
な
企
業
の
存
在
と
と
も
に
、
新
た
な
創

業
が
活
発
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
企
業
経
営
の
仕
組
み
や
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
環
境
が
激
変
す
る
中
で
、
地
域
を
熟

知
し
た
市
町
村
に
こ
そ
、
地
域
産
業
振
興
政

策
の
立
案
・
実
行
能
力
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　
昨
今
の
少
子
高
齢
化
、
事
業
承
継
の
必
要

性
、
消
費
の
伸
び
悩
み
等
を
踏
ま
え
て
、
ど

う
す
れ
ば
地
域
の
企
業
が
稼
げ
る
の
か
、
発

展
す
る
の
か
、
市
も
企
業
や
地
域
の
皆
様
と

共
に
地
域
の
未
来
を
考
え
て
い
く
こ
と
こ
そ

重
要
だ
と
考
え
る
が
当
局
の
見
解
は
。

　
本
市
に
お
い
て
も
商
工
業
の
振
興
を
図
る

う
え
で
、
市
内
企
業
の
閉
店
等
は
軽
視
で
き

な
い
事
案
と
考
え
て
い
る
。
県
等
に
よ
る
後

継
者
育
成
、
事
業
継
承
等
へ
の
支
援
や
、
商

工
会
に
よ
る
商
工
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
進
め
て
い
る
。

　
本
市
の
支
援
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
変
革

す
る
地
域
社
会
に
お
い
て
、
商
工
業
の
活
性

化
の
た
め
に
、
市
財
政
を
も
考
慮
の
う
え
、

選
択
と
集
中
を
考
え
て
お
り
、
商
工
会
と

と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

中
小
企
業
支
援
に
お
け
る
自
治
体
の
役
割
の

変
化
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

正
し
い
知
識
の
習
得
に
努
め
て
い
る
。

④
　
各
学
校
は
導
入
に
努
め
て
い
る
。
今

後
も
色
覚
特
性
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
て

い
く
。

・
３
歳
児
健
診
に
お
け
る
視
覚
検
査
に
つ

い
て

　
色
覚
検
査
は
平
成
15
年
か
ら
学
校
保
健

法
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
健
康
診
断
の

必
須
項
目
か
ら
削
除
さ
れ
た
。
自
身
の
色

覚
特
性
に
気
付
か
ず
成
長
し
、
就
職
の
際

に
色
覚
に
よ
る
就
業
規
定
に
直
面
す
る
実

態
が
報
告
さ
れ
た
り
、
保
護
者
へ
の
色
覚

特
性
や
色
覚
検
査
に
つ
い
て
の
周
知
が
十

分
で
な
い
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

①
　
本
市
の
色
覚
検
査
の
現
状
は
。

②
　
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
へ
の
色
覚
特

性
に
つ
い
て
の
周
知
は
。

③
　
学
校
に
お
け
る
色
覚
特
性
に
対
す
る

配
慮
は
。

④
　
色
覚
チ
ョ
ー
ク
を
全
小
中
学
校
へ
導

入
し
て
み
て
は
。
　
　

①
　
保
健
調
査
票
を
も
と
に
希
望
者
に
は

個
別
に
検
査
し
て
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。

②
　
色
覚
検
査
の
希
望
の
有
無
を
確
認
す

る
際
に
案
内
す
る
他
、
保
健
だ
よ
り
な
ど

で
知
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、
保
健
相
談
、

個
人
懇
談
で
個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

③
　
色
覚
特
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
白
と
黄

の
チ
ョ
ー
ク
を
主
体
に
使
っ
て
い
る
。
教

科
書
等
も
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
が
進

み
読
み
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
養
護
教
諭
を
中
心
に
色
覚
特
性
の

学
校
に
お
け
る
色
覚
特
性
に
対
す
る

配
慮
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
） 避難所（小学校体育館）

商工会
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委員会における 審査報告 ～主な議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

予算決算常任委員会
議案第７２号について審査し、質疑は特にありませんでした。

議案第７５号　北名古屋市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を
　　　　　　 定める条例等の一部改正について

議　員

介護保険サービスと障害福祉サービスはそれぞれ理念
が違うが、どのようなサービスの提供を考えているの
か。

福祉部

改正案の趣旨としては、障害者の方が６５歳以上になっても
事業所を移行することなく、なじみのある事業所へそのまま
通所する事ができることである。

議案第７４号　北名古屋市地域公共交通会議条例の一部改正について　

議　員

委員を４名増やすことによって、具体的にどのように
充実していくのか。

防災環境部

きたバス等の今後について、多くの委員の知恵を拝借して、
より良いものにしていく。

議案第７７号　北名古屋市児童遊園の設置及び管理に関する条例の一部改正について

議　員

廃止となる児童遊園は通学団の集合場所として使用さ
れていたが、返還しても問題はないか。

建設部

他に集合できる場所があるため、問題ないと聞いている。
議案第７６号　北名古屋市児童クラブ設置条例の一部改正について

議　員

改正による収入の増加分は、今後どのような使途で使
用する予定なのか。

福祉部

新たなサービスを行うのではなく、今の事業費における一般
財源にかかる負担を減らすことに充てられる。

建設常任委員会

梅村委員 熊澤委員齊藤委員上野委員大野委員井上副委員長沢田委員長

福祉教育常任委員会

清水委員桂川委員長瀬委員黒川委員浅利副委員長猶木委員長 川渕委員

≪皆さんの声をお聞かせください≫
　議会だよりをより充実させるため、
皆様からのご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局
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　本会議・委員会開催日（P１６定例会の予定参考）に、市役所東
庁舎４階東エレベーター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時
間は、本会議、委員会とも会議開始３０分前からとなります

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますのでご了承ください。
第１委員会室 本会議場

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。

今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第4回 定例会～

　平成３０年度の市議会モニターは５名の方が活躍しています。
ここでは、いただいたご意見を紹介します。

市民に
わかりやすい
説明をして
ほしい。

議員の
熱意ある
質問や意見
を望む。

ご
意
見
箱

委員会における審査・調査報告
総務常任委員会

 所管事務調査の様子

一般質問の内容
（アイデア）が
すばらしかった。

議案審査後、所管事務調査として、第３回定例会に引き続き「名古屋芸術大学の取組につい
て」を調査しました。
※所管事務調査とは、委員会がその部門に属する市の事務について調査することです。

議案第７１号　北名古屋市職員定数条例の一部改正について

議案第７３号　北名古屋市市税条例の一部改正について

議　員

今後の保育ニーズの動向をどう捉えているか。

福祉部

今後も保育のニーズは増えていくと考える。小規模保育所に
ついても、指導等を徹底し安心して子どもを預けられる環境
を整えていく。

議　員

財務部

条例の改正による影響力は大きい。市民本位のサービ
スに繋げてほしいがどう考えるか。

使途を限定することなく、広く市民サービスに繋がるよう、
有効に活用したい。

渡邉麻衣子委員 福岡委員阿部委員渡邊幸子委員永津委員間宮副委員長神田委員長
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　北名古屋市議会では開かれた議会への推進を図るため、議会だより『きたしる』がスマート
フォン等のアプリ【マチイロ】でも閲覧できるようにしました。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通信機器
　のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集し掲載し
　ているもので、その内容は北名古屋市議会とは関係ありません。

利用方法
１．右のQRコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索して、アプリを
     ダウンロードしてください。
２．インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めるようになりました。

オフライン閲覧機能スムーズな操作性スクラップ機能プッシュ通知機能

一度ダウンロードした
議会だより等は

通信なしで見ることが
できます。

ページめくりや
拡大・縮小の操作も
簡単にできます。

気になる記事は
画像として切り取って

保存できます。

最新号が出たら
お知らせをして
くれます。

ios版 Android版

インターネットで議会の録画中継や議案の
審議結果など様々な情報が見られます

ホームページは
こちらから

北名古屋市議会

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

検 索

表紙紹介
生沼　好一朗さん(名古屋芸術大学４年)

作者本人イラスト

　この作品は、「北なごやふるさとマラソン」
というテーマで名古屋芸術大学の学生さんに
描いていただきました。

平成３１年度市議会モニター募集

・議会モニターって毎回傍聴しなきゃダメ？
　傍聴は強制ではありませんので、お仕事や用事がある場合はお休みして
　いただいても構いません。無理のない範囲で傍聴してください。

・傍聴って手続きがいろいろあるんじゃないの？
　特に手続きは必要ありません。傍聴受付で議会事務局職員にお声かけく
　ださい。議会モニター用の名札、筆記用具をお渡しします。

・議会モニターの意見はどうなるの？
　モニターの皆様からいただきましたご意見は、議会だよりで紹介させて
　いただきます。今後の議会運営の参考にさせていただきます。

　　　　　１０人以内
　　　　　満１８歳以上で市内に在住、在勤又は在学し、市議会に関心のある方

　　　　①市議会の会議を傍聴し、議会運営の見聞を広げるとともに、意見、提案等を文書
　　　　　により提出。
　　　　②議会が行うアンケートに回答。

　市民の皆様から議会活動及び議員活動についての意見、要望等をお聴きし、市民ニーズを反
映した議会運営を図るため、「市議会モニター」を募集します。
職　務

応募資格

募集人員
任　期
謝　礼
選考方法

応募方法

　　　　　予算の範囲内で支給します。
　　　　　地域、職業、年齢などを考慮し、
　　　　　特に市議会モニター活動に意欲的
　　　　　かつ適任であると判断した方を議長が
　　　　　選任します。
　　　　　議会事務局（東庁舎４階）にある応募用紙
　　　　　又はホームページより印刷し必要事項を
　　　　　記入の上、平成３１年２月２８日（木）
　　　　　までに議会事務局へ提出してください。

　　　　　委嘱の日から平成３２（２０２０）年３月３１日まで
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編 集 後 記

平成３1年 第1回定例会の予定

【請願書・陳情書
の提出について】
第１回定例会の審
査対象となる請願
書・陳情書の提出
期限は、２月１５
日(金 )の午後５時
(予定)です。詳しく
は、議会事務局ま
でお問い合わせく
ださい。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

鉄道連続立体交差事業等検討特別委員会

本会議（最終日）

２月２５日（月）

３月　６日（水）

３月　７日（木）

３月　８日（金）

３月１１日（月）

３月１２日（火）

３月１３日（水）

３月１４日（木）

３月１５日（金）

３月２２日（金）

議長賞紹介

　市議会の情報をわかりやすくお伝えするため、今回も委員全員で活発に意見を交わ
し合い、作成いたしました。特集ページでは、先回に引き続き「市議会ってどんなと
ころ?」として、常任委員会で何をするかについて掲載しています。また、常任委員会
での質疑の様子はインターネット録画中継で視聴することもできますので、ぜひご覧
ください。今後とも、多くの方に関心を持っていただけるよう、工夫を重ねてまいり
ますので、よろしくお願いいたします。

師勝北小学校　５年
眞野　友莉華　さん

熊野中学校　３年
杉浦　琉来　さん

１標語の部

３ポスターの部

　平成３０年度北名古屋市青少年健全育成大会の議長賞が
決まりました。

やめなよと 言えるやさしさ 言う強さ

北名古屋市議会だより vol.64
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